
平成 29 年度 第 3 回 
「地盤工学会誌」編集委員会 運営委員会 

議事録 
日   時  ：  平成 29 年 8 月 21 日（月）14：30～17：00 
場   所  ：  地盤工学会（JGS 会館）会議室 

    出席者（敬称略）          出席予定：○（本部），●（電子） 欠席予定：× 未定：△ 
 

会    務 氏    名 出欠 会     務 氏    名 出欠 

理事・編集委員長 石川 達也 ○ 企画・編集Ｇ委員 浅野 将人 △ 

編集副委員長 鈴木健一郎 × 企画・編集Ｇ委員 岡本 道孝 × 

企画・編集グループ主査 福永 勇介 ○ 企画・編集Ｇ委員 金澤 伸一 × 

第ⅠＧ主査 正田 大輔 ○ 企画・編集Ｇ委員 木内  大介 × 

第ⅡＧ主査 長澤 正明 ○ 企画・編集Ｇ委員(シニア) 久保  博 × 

第ⅢＧ主査 森  友宏 ○ 企画・編集Ｇ委員 藤原  優 × 

第ⅣＧ主査 鎌田 敏幸 ○ 企画・編集Ｇ委員(学生主査) 松村  聡 ○ 

講座委員長 野田 利弘 × 企画・編集Ｇ委員(学生担当) 牛塚 太基 ○ 

講座委員会・幹事 中村 邦彦 ○ 企画・編集Ｇ委員(学生担当) 加島 寛章 △ 

北海道支部委員(企) 川口 貴之 × 企画・編集Ｇ委員 山中 光一 × 

東北支部委員(Ⅱ) 荻野 俊寛 ● 学生編集委員(北海道) 小笠原明信 × 

北陸支部委員(Ⅰ) 大竹  雄 △ 学生編集委員(東北) 畑下 侑輝 △ 

関東支部委員(企) 渡邉  諭 × 学生編集委員(北陸) 大木 拓馬 △ 

中部支部委員(Ⅳ) 酒井 崇之 × 学生編集委員(関東) 那須 郁香 × 

関西支部委員(Ⅱ） 木元小百合 × 学生編集委員(中部) 沖野 頌悟 × 

中国支部委員(Ⅲ) 中村 公一 △ 学生編集委員(関西) 伊藤 真司 △ 

四国支部委員(Ⅰ) 野々村敦子 × 学生編集委員(中国) 渡上 正洋 × 

九州支部委員(Ⅲ) 古川全太郎 ● 学生編集委員(四国) 林  聖淳 △ 

   学生編集委員(九州) 伊藤 裕孝 ● 

 
本日の議事録担当委員：森主査（次回以降の予定：鎌田主査→長澤主査） 
 
 
議  題： 
 
１．前回議事録(案)の確認 

１）運営委員会議事録(案)（6/22） （正田主査／メール配信済 7.10）  （別紙－1）pp.1-3 
  ⇒前回委員会で保留となっていた推薦図書については不採択とし，図書は執筆者に返却するものとした。 
  ⇒国際地盤工学会の記事は第Ⅱグループ。それに伴う特集号記事の移動は後述（議事録 3．2））。 
２．全体関係 
１）理事会(6/16，7/28)，公益出版部会(7/11)の報告（石川委員長）  （別紙－2）pp.4-19 

  ⇒報告・確認された。次年度の予算案（10/27〆切）は，〆切までにメール審議 or 委員会審議（次回委員会 10/5 となった

ので，委員会審議）。 
  ⇒国際地盤工学会長選の結果により，平成 30 年 3 月号の記事が若干変更になる可能性あり。 

３．「地盤工学会誌」進捗状況について 
１）全体の進捗状況 （事務局）      （別紙－3）p.20 

  ⇒現在，大幅な遅れはないことが報告された。 
２）特集テーマの掲載号変更について （石川委員長）   （別紙－4）pp.21-23 

  ⇒国際地盤工学会（ソウル大会）の記事（第Ⅱグループ担当）を平成 30 年 3 月号に掲載することに伴い，それ以降の特

集号の発刊月を変更する。 
   （旧）H30.3～H30.8 月号までを 1 ヶ月ずつ先送り 
   （新）H30.4～H30.9 月号に変更。（旧）H30.9 月号は第Ⅱグループ担当のため，平成 31 年度に先送り。 
  上記スケジュールに合わせて，依頼文，〆切は延長する。執筆者へは事務局より連絡する。 
４．担当グループからの報告および検討事項 

１）企画・編集グループ （福永主査） 

(当日版) 



① 学生編集委員会について（松村委員） 
・30 年記事（案）進捗状況      （別紙－5①）p.24 
・記事（案）（審議）*30 年 2 月号（小笠原委員）    （別紙－5②）p.25 

*11･12 月合併号については二巡目となるため記事なしとする。 
   ⇒報告が行われ，確認された。 
 

② 特集記事以外の記事案について （福永主査） 
・30 年担当委員       （別紙－6）pp.26-27 
・記事（案）（審議） 

*H30 年 1 月号（岡本委員・金澤委員）    （別紙－7①）p.28 
*H30 年 2 月号（久保委員・木内委員）    （別紙－7②）p.29 

⇒報告が行われ，確認された。 
 

③ 「自由投稿原稿」について （事務局） 
・進捗状況       （別紙－8①）P.30 
・投稿概要（審議）       （別紙－8②）pp.31-34 

⇒自由投稿原稿 1 件について審議され，原稿を採用することとした。 
 

④ その他の投稿記事 （事務局） 
・進捗状況       （別紙－9①）p.35 
・投稿概要（審議）       （別紙－9②）pp.36-37 

⇒図書紹介について，記事内の個人名は伏せて欲しい旨を通知することした。 
→個人名記載について執筆者より意見があり、再度メール審議の結果、そのまま掲載することとした。 

 
⑤ 「読者モニター」について （事務局） 
・29 年 5 月号：アンケート結果     （別紙－10）pp.38-41 

⇒モニターの自由意見欄については，メール審議を行うこととした。 
 

２）第１グループ（正田主査） 
・平成 29 年 12 月号（合併号）について：    （別紙－11①）pp.42-44 
・平成 30 年 4 月号について：構成案     （別紙－11②）p.45 
⇒資料通り報告され，確認された。 

 
３）第２グループ（長澤主査） 
・平成 30 年 1 月号について：構成案     （別紙－12①）pp.46-47 
・平成 30 年 5 月号について：趣旨文案     （別紙－12②）p.48 
・平成 30 年 3 月号（ソウル会議）について：構成案   （当日追加配布） 
⇒平成 30 年 5 月号の掲載は 6 月に順延（ソウル会議記事の挿入のため） 
⇒ソウル会議の執筆依頼は，ソウル会議の前までに出す。 

 
４）第３グループ（森主査） 
・平成 29 年 10 月号について：目次案・構成案    （別紙－13①）pp.49-50 
・平成 30 年 2 月号について：構成案     （別紙－13②）pp.51-53 
・平成 30 年 6 月号について：趣旨文・構成案    （別紙－13③）pp.54-56 
⇒平成 30 年 6 月号の掲載は 7 月に順延（ソウル会議記事の挿入のため） 

   ⇒（新）平成 30 年 7 月号の趣旨文は，総説の中田先生と相談の上，9/15 までに事務局へ提出。 
   ⇒平成 30 年 2 月号のメール受付問題に関連し，今後，投稿に関しては MS Word，メール使用を前提とすることを記載

することとした。 
 

５）第４グループ（鎌田主査） 
・平成 29 年 11 月（合併号）について：目次案・構成案   （別紙－14①）pp.57-59 
・平成 30 年 3 月号について：構成案・公募結果（～8/15）  （別紙－14②）pp.60-61 
・平成 30 年 7 月号について：趣旨文案     （別紙－14③）p.62 

  ⇒平成 30 年 7 月号の掲載は 8 月に順延（ソウル会議記事の挿入のため） 
  ⇒（新）平成 30 年 8 月号の特集号記事「豪雨災害」については，九州地方の豪雨災害関連記事をメインとして調整する

こととした。相談先として，九州大学の安福先生が推薦された。 
 

５．講座委員会から（中村講座幹事）      （別紙－15）p.63 



  ⇒報告が行われ，確認された。 
 
６．その他 

１）広告掲載について       （別紙－16）p.64 
⇒どのような広告を掲載したいのか，広告を申し込んでいる出版社に対して事務局が確認し，その後メール審議。 
２）地盤工学会誌の複写・社外頒布について （事務局）   （別紙－17）pp.65-66 
⇒学術著作権協会へ問い合わせるように，問い合わせ者に通知する。 
３）学会誌電子化について      （別紙－18）pp.67-76 
⇒ペーパーから Web への乗換えは，現在 1 回/年だが，随時行うことが可能かどうか議論されたが，事務的な負担が過大と

なるため，どのような受け入れ方により乗換えを行うか検討を続けることとした。 
⇒Web からペーパーへの戻しについては，上位委員会の経緯を確認することとした。 
４）読者モニターアンケート結果（H29 年 1 月号～4 月号）について （当日配布資料） 
⇒確認された。 
５）次回運営委員会予定日：平成 29 年 10 月   日（ ）15:00～17:00 （28 年度：28.10.24） 
⇒日程調整することとした（後日，10/5（木）14:30～17:00 に決定） 

 
＜年間の開催予定＞（年６回） 
４月，７月（研究発表会にて全体委員会），９月，１０月，１２月，２月 

〔開催時期は 27 年度より変更〕 

 

 

 

 
【9月 8日メール審議】9月 14正午締切 
 

・8/21 の運営員会で審議漏れの自由投稿 1件の審議 

・学生編集委員の記事概要（H30-3月号）の審議 

----------------------------------- 

1）自由投稿（1件） 

・採択 

《意見》特になし 

《確認事項》 

「共著者が 5 名以上の特殊な事情」については、執筆要領の「最大 6名」以内であるため、理由書を確

認のうえ承諾とのことで委員長ご確認済。 

 

2）学生編集委員記事概要（1件） 

・承認 

《意見》特になし 

----------------------------------- 

 

9/15（金）2件ともに通知・執筆依頼等を進めることを事務局より報告した。 

 


